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I. 論文題目 

米国音楽療法士養成教育観の史的展開に関する研究 

－関係協会の成立・分離・統合過程の分析を通して－ 

 

 

II．論文構成 

序章 

第1節 本研究の背景 

第2節 先行研究の検討 

第3節 本研究の目的と方法  

 

第1章 NAMT設立と音楽療法士養成教育の基盤の形成と協会分離の兆し（1950-1970） 

第1節 20世紀初期からNAMT設立以前までの歴史的変遷と音楽療法士養成教育 

第2節 NAMT刊行物に見られる音楽療法士養成教育に関する報告や記述 

第1項 NAMT設立とコンテンツベースのNAMTカリキュラムによる音楽療法士養成教育 

1-1 NAMT設立とカリキュラム作成の経緯 

1-2 NAMTカリキュラム（1952） 

第2項 NAMTカリキュラム（1952）後の音楽療法士養成教育の実際 

2-1 Harbert「効果的な病院音楽インターンシップ“hospital music internship”の要素」（1954） 

2-2 Ruppenthal「音楽療法のための臨床トレーニングモデル」（1955） 

第3項 「音楽療法士養成教育に関する今日的課題」の報告（1957）から 

3-1 Gilliland「臨床トレーニングにおける病院の責務」 

3-2 Harbert「病院は養成校に何を期待するか」（大学の立場から） 

3-3 Ruppenthal「病院は養成校に何を期待するか」（病院の立場から） 

3-4 Michel「音楽療法トレーニングに入る学生のガイダンスの課題」 

3-5 Unkefer「臨床トレーニング基準」 

3-6 Gaston「補助療法」 

第4項 カリキュラム基準と臨床トレーニング基準に関する会議の報告（1960）から 

4-1 カリキュラム基準 

4-2 臨床トレーニング基準  

第5項 1956-1970までのNAMT刊行物に掲載された音楽療法士養成教育に関する報告や記述 

5-1 音楽療法士を養成するための制度やそれに伴う音楽療法士養成教育に関する内容 

5-2 音楽療法実践から音楽療法士養成教育への提言に関する内容 

5-3 音楽療法士養成教育における実際の取り組みに関する内容 

第6項 1969年版NAMTカリキュラム 

第3節 著作物に見られる協会分離の兆し 

第1項 Music in Therapy（1968）に見られる音楽療法観 

1-1 構成  

1-2 本書における音楽療法の定義 

1-3 本書における実践事例の傾向および研究の手引き 
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第2項 Therapy in Music for Handicapped Children（1971）に見られる音楽療法観 

2-1 構成  

2-2 本書における音楽療法の定義 

2-3 本書における実践事例の傾向 

第3項 両書に見られる当時の音楽療法観 

第4節 小括 

 

第2章 協会分離後の音楽療法士養成教育① AAMTの音楽療法士養成教育（1971-1986） 

第1節 AAMT設立の経緯 

第2節 AAMT刊行物に見られる音楽療法士養成教育に関する報告や記述 

第1項 コンピテンシーに基づいたAAMTの音楽療法士養成教育 

第2項 AAMTコンピテンシー（1981） 

2-1 AAMTコンピテンシーの位置付け 

2-2 AAMTコンピテンシーの構成と内容 

2-3 Creative Music Therapyにみる高度な即興能力の育成 

第3項 AAMTの音楽療法士養成教育の実際 

第4項 AAMT Adコンピテンシー（1986） 

4-1 AAMT Adコンピテンシーの位置付け 

4-2 テンプル大学音楽療法教育研究の調査（Vol. 2）にみる大学卒業後の音楽療法士養成教育 

4-3 AAMT Adコンピテンシーの概要と全米調査結果との関連 

第3節 小括 

 

第3章 協会分離後の音楽療法士養成教育② NAMTの音楽療法士養成教育（1971-1986） 

第1節 NAMTの刊行物に見られる当時の音楽療法士養成教育の関心事と音楽療法士養成教育観（1971-

1986） 

第1項 1970年代以降のNAMTの動向 

第2項 NAMT刊行物に見られる音楽療法士養成教育に関する報告や記述 

2-1 Journal of Music Therapyにおける音楽療法士養成教育に関する報告や記述  

2-1-1 音楽療法士を養成するための制度やそれに伴う音楽療法士養成教育に関する内容 

2-1-2 音楽療法士養成教育における実際の取り組み 

2-1-3 音楽療法士養成教育に関わる調査および実験研究 

2-1-4 その他（間接的な内容） 

2-2 Music Therapy Perspectivesにおける音楽療法士養成教育に関する報告や記述 

2-2-1 音楽療法士を養成するための制度やそれに伴う音楽療法士養成教育に関する内容 

2-2-2 音楽療法士養成教育における実際の取り組み 

2-2-3 音楽療法士養成教育に関わる調査および実験研究 

第2節 小括 

 

第4章 音楽療法士養成教育におけるNAMTとAAMTの統合に向けた動き（1987-1997） 

第1節 テンプル大学音楽療法教育研究の報告書（1987-1988）にみる音楽療法士養成教育 
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第1項 本研究の経緯と報告書の概要 

第2項 報告書の構成と概要  

2-1 Vol. 1の構成と概要 

2-2 Vol. 2の概要 

第3項 本書の内容に見る音楽療法士養成教育 

第4項 テンプル大学音楽療法教育研究の歴史的意義 

第2節 ISME音楽療法と特殊教育における音楽部会の会議報告書（1989）にみる音楽療法士養成教育 

第1項 「音楽療法と特殊教育における音楽部会」の1987年1988年の会議開催の背景 

第2項 参加者と報告内容の分類 

第3項 報告書の内容 

3-1 NAMTおよびAAMTに関する内容 

3-2 各認定大学で行われている音楽療法士養成教育 

第4項 ISME会議報告書（1989）にみる米国の音楽療法士養成教育の諸相 

第3節 カリフォルニア音楽療法士養成教育シンポジウム（1989）にみる音楽療法士養成教育 

第1項 カリフォルニア音楽療法士養成教育シンポジウムの概要 

1-1 論文に見られる音楽療法士養成教育に対する提言 

1-2 カリフォルニア音楽療法士養成教育シンポジウムの提言 

第2項 カリフォルニア音楽療法士養成教育シンポジウムの歴史的意義 

第 4節 NAMT および AAMT 刊行物に見られる当時の音楽療法士養成教育の関心事と音楽療法士養成

教育観 

第1項 統合までの経緯 

第2項 NAMT刊行物に見られる音楽療法士養成教育に関する報告や記述 

2-1 Journal of Music Therapyにおける音楽療法士養成教育に関する報告や記述  

2-1-1 音楽療法士養成教育に関わる調査および実験研究 

2-1-2 その他（間接的な内容） 

2-2  Music Therapy Perspectivesにおける音楽療法士養成教育に関する報告や記述 

2-2-1 音楽療法士を養成するための制度やそれに伴う音楽療法士養成教育に関する内容 

2-2-2 音楽療法士養成教育に関わる調査および実験研究 

2-2-3 その他（間接的な内容） 

第3項 AAMT刊行物に見られる音楽療法士養成教育に関する報告や記述 

3-1 Music Therapyにおける音楽療法士養成教育に関する報告や記述 

3-1-1 音楽療法士を養成するための制度やそれに伴う音楽療法士養成教育に関する内容 

3-1-2 音楽療法士養成教育に関わる調査および実験研究 

第5節 小括 

 

第5章 協会の統合によるAMTA設立（1998）と音楽療法士養成教育 

第1節 AMTAコンピテンシー（1999） 

第1項 音楽的基礎 

第2項 臨床的基礎 

第3項 音楽療法 
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第2節 Clinical Training Guide for the Student Music Therapist（2005）にみる統合後の音楽療法士養成教育 

第1項 概要と構成 

第2項 各音楽経験の定義 

第3項 各対象者に行われる音楽経験の可能性 

第4項 音楽療法士養成教育課程で学ぶ臨床における音楽経験 

4-1 即興演奏 

4-2 演奏（再創造） 

4-3 創作  

4-4 聴取経験 

第5項 3つのレベルの課題にみる臨床トレーニングの考え方 

第3節 AMTA設立以降の米国の音楽療法士養成教育の動向 

第4節 小括 

 

結章 米国音楽療法士養成教育観の史的展開の意義と課題  

第1節 NAMT，AAMT，AMTAの音楽療法士養成教育観の特徴と，協会の設立・分離・統合がもたら

した意義と課題 

第2節 現代社会における音楽療法士養成教育への示唆 

第3節 本研究の成果と今後の課題 

 

文献 

i．史料 

ii．引用・参考文献 

iii．引用・参考web資料 

iv．本学位論文における，筆者による刊行済みの主要論文および関連論文 

 

 

III．各章の概要 

序章  

 本章では，本研究の背景，先行研究の検討，そして目的と方法について言及した。 

 近代的な専門職としての音楽療法士は，100 年ほど前に生まれた比較的新しい職業である。米国におい

ては，第1次世界大戦および第 2次世界大戦の負傷兵や退役軍人に対する慰問音楽活動や補助的な医療と

しての音楽の使用といわれている。これらの活動が支持されたことで，専門職としての確立の機運が高ま

り，1950年には米国において世界初の音楽療法士の専門職団体であるNational Association for Music Therapy

（以下，NAMT）が設立された。NAMTは，専門職としての音楽療法士の社会的地位の確立のために，協

会認定資格制度の設置や認定養成校のカリキュラム作成など，様々な整備を行ってきた。しかし，1971年

にNAMTから分離する形でUrban Federation for Music Therapists（以下，UFMT）が発足する。UFMTは1975

年に全米団体としてAmerican Association for Music Therapy（以下，AAMT）に改称し，独自の音楽療法士

養成教育を展開した。こうして 2 つの全米団体が存在する状況が続いたのち，1998 年に American Music 

Therapy Association（以下，AMTA）として統合され，現在に至る。 
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 さて，周知の事実として，AAMTがNAMTから分離した理由は，音楽療法観や音楽療法士養成教育観

の違いといわれている。また，統合に際しては，栗林（1999）岡崎（2002）羽石（2003）豊辻（2008）の

指摘からも，1 つの全米組織になることがあらゆる面において益をもたらすと判断した結果であったこと

は，容易に想像できる。では，音楽療法士養成教育においてはどうだったのだろうか。統合に際しAMTA

は，音楽療法士養成教育の指針としてAMTA Professional Competencies（以下，AMTAコンピテンシー）を

提示した。そこでは，コンピテンシーに基づいた教育が，多種多様な音楽療法士養成教育を包含すること

ができるものとみなされた。すなわち，音楽療法士養成教育において提示されたコンピテンシーを満たす

ことは求められるが，そのための方法（教育）については特に規定されない。したがって音楽療法士養成

教育機関である各協会認定校は，それぞれの音楽療法観に基づいた音楽療法士養成教育を行うことができ

たのである。このような特徴をもつAMTAコンピテンシーだが，それ自体はAMTA設立時に独自に作成

されたのではなく，AAMT の音楽療法士養成教育指針であった AAMT Professional Competencies（以下

AAMTコンピテンシー）をもとに作成されている。ちなみに，NAMTはAAMTよりもはるかに規模の大

きい団体であり ，音楽療法士養成教育指針はコンピテンシーではなく，コンテンツベースのNAMTカリ

キュラムを長らく採用していた。それにも関わらず，統合後の音楽療法士養成教育の指針には，AAMTの

アイデアが採用されたのである。 

 では，なぜ AAMT の音楽療法士養成教育が評価されたのだろうか。要因の 1 つとして，前述したよう

に，統合することで多様な音楽療法を包含することになる可能性に対して，コンピテンシーに基づいた教

育が多様な音楽療法士養成教育を保障するという特徴をもつことで，解決策となると考えることは想像で

きる。しかし，なぜそのような状況になっていったのか，そして多様な音楽療法を包含したことが音楽療

法士養成教育にどのような影響をもたらしたのかについて明らかにするためには，背景となる両協会の設

立・分離・統合において，専門職としての音楽療法士の確立を目指す音楽療法士養成教育の営みをあらゆ

る角度から検討する必要がある。そこで本研究では，協会の設立・分離・統合における音楽療法士養成教

育観の展開に着目した。 

 先行研究については，①NAMTの歴史的変遷，②音楽療法実践の概要や傾向，③音楽療法士養成教育に

おけるカリキュラムやコンピテンシー，④音楽療法士養成教育に対する提言，⑤個別の音楽療法士養成教

育実践の5つの視点から検討した。先行研究において，音楽療法士養成教育は，協会史研究の中で部分的

に扱われてきた他，個別の音楽療法士養成教育内容の紹介，または意識調査や教育実践の効果の検証など

といった形で論じられたものが多数を占める。特に④⑤については，協会刊行物の中で個々の研究として

散見されるものの，これらの一連の営みを史料として評価・検証するような研究は，十分に行われていな

い。 

 協会の統合から20年以上経った現在，音楽療法の理論や手法，実践領域は，今なお多様化の一途を辿っ

ている。そのような中，音楽療法士の専門性や社会的地位は未だに不安定であり，このことは米国だけで

なく日本を含め世界共通の懸案事項となっている。音楽療法士養成教育については，専門職として確立す

るための重要な柱の1つとして位置付けられており，その整備を進めるためにも議論を深めることが喫緊

の課題といえよう。このような状況において，異なる音楽療法観・音楽療法士養成教育観をもった協会が

設立・分離・統合という過程を辿った米国の音楽療法士養成教育に着目し，その営みを体系的に整理して

論じることは，米国の音楽療法士養成教育の史的変遷の一端を明らかにするとともに，音楽療法士養成教

育の在り方について重要な示唆を得ることができると考える。このことは，米国から多大な影響を受けて

おり，音楽療法士養成教育もまた，米国と同様に学士課程中心の養成教育を採用している日本の音楽療法

士養成教育にも示唆を与えるものであると考えた。 
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 したがって，本研究は，米国の音楽療法協会の設立・分離・統合といった動向の中で，協会刊行物を中

心的史料として用い，その中の提言・提示，ならびに実践された音楽療法士養成教育から音楽療法士養成

教育観の展開を読み解き，その意義と課題について明示することを目的とした。 

 

第1章 NAMT設立と音楽療法士養成教育の基盤の形成と協会分離の兆し（1950-1970） 

 本章では，NAMTが設立された 1950年からUFMT発足前の 1970年までのNAMT刊行物に掲載された

音楽療法士養成教育に関する報告や記述，および当時の著書を取り上げ，音楽療法士養成教育観の変遷を

辿った。 

 1950年代の刊行物から抽出された音楽療法士養成教育に関する報告や記述は，協会の中枢にいる人物ら

によって様々な提言がなされていた。その多くは新しい音楽療法士像の確立ではなく，これまでの職業的

実践の蓄積から浮かびあがった「成功した音楽療法士」をモデルとし，そこから音楽性や人間性や必要と

なる知識や技能を見い出して音楽療法士養成教育に反映させようとするものであった。しかし，1960年代

に入ると，音楽療法という職業実践，学問の確立のために音楽療法を行動科学や自然科学として捉える必

要性が音楽療法士養成教育の中で示されるようになる。そこでの音楽療法士像は，音楽技能や知識を保持

しながらも，治療として音楽を用いる際，チーム医療の一員として根拠を他者に説明できる存在であった。

ただし，治療効果の明示が重視されたことで，音楽の力を過信することへの警鐘や，音楽療法士養成教育

の中で音楽分野の学習の割合を減らす提言も存在した。 

 その一方で，ノードフ－ロビンズ音楽療法のような，NAMTが啓蒙する音楽療法の枠に収まらない音楽

療法も生まれた。ノードフ－ロビンズ音楽療法は，音楽を媒体とした音楽療法士とクライエントの関係性

の変容から治療的効能を見い出そうとするものであり，音楽療法の過程はセッションの中で生まれ，変容

する音楽そのものにあるといえる。したがって，音楽療法士は，クライエントの「いま・ここ」の表現に

即時に反応できるような演奏技能はもちろん，クライエントと関係性を紡ぎながら音楽を展開できるよう

な感性も含めた高度な音楽能力が求められた。こうした音楽療法は，NAMTが推進していた音楽療法とは

性質が異なるものであり，結果的にUFMTの発足を促すものになったといえる。 

 

第2章 協会分離後の音楽療法士養成教育① AAMTの音楽療法士養成教育（1971-1986） 

 本章では，AAMTの前身であるUFMTがNAMTから分離する形で発足した 1971年から，上級レベル

のコンピテンシーが提示された 1986年までの時期を対象に，AAMT刊行物であるMusic Therapyに掲載さ

れた音楽療法士養成教育に関する報告や記述，関連書籍等を取り上げ，AAMTの音楽療法士養成教育観の

変遷を辿った。 

 AAMTが音楽療法士養成教育において指針として用いたAAMTコンピテンシー（1981）は，専門職と

して求められる必要最低限の個人の職業能力であった。AAMTコンピテンシーの最大の特徴は，高い音楽

能力を求めていたことである。そこには，専攻とする楽器は上級レベルの曲が演奏できるだけの技量が必

要なこと，鍵盤楽器は中級レベル程度の技能が求められ，それ以外に，ギターやオートハープ，打楽器の

演奏や歌唱も含まれた。さらには，音楽を歴史や構造などから分析・解釈できる力も含まれ，指揮，編曲

や即興，身体表現も行い，移調や伴奏付けは読譜して行うだけでなく聴取して行うことが求められた。そ

して，この高度な音楽能力を基盤に，セラピーの中で適切な音楽経験を選択し，クライエントの心情や態

度に応じて即興演奏や音楽作品の創作等を通して関係性を構築していくことが目指された。 

 さらに，AAMTは上級コンピテンシーであるAAMT Adコンピテンシー（1986）を提示した。こうした

動きは，音楽療法の知識基盤の拡大や，音楽療法士が補助セラピストではなく主要セラピストとして認識
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される必要性，隣接職種の音楽療法士養成教育制度に鑑みながら進められたものであり，AAMTは音楽療

法を芸術療法の1つに位置付けた上で，大学院レベルの教育の充実を図った。認定校であるニューヨーク

大学修士課程の音楽療法士養成教育内容からも，AAMTの音楽療法士養成教育は，全人的な音楽療法士養

成教育をベースに，セラピー体験をはじめとした様々な対話や音楽経験を通して，自身が専門とする音楽

療法手法を確立するというスペシャリスト型の音楽療法士を志向していた。 

 

第3章 協会分離後の音楽療法士養成教育② NAMTの音楽療法士養成教育（1971-1986） 

 本章では，第 2章と同時期のNAMTの動向を探るべく，NAMT刊行物である Journal of Music Therapy

とMusic Therapy Perspectivesに掲載された音楽療法士養成教育に関する報告や記述を取り上げ，音楽療法

士養成教育観の変遷を辿った。 

 1970年代以降，米国の音楽療法は，全障害児教育法の影響も受けながら，臨床の場はこれまでの病院中

心の実践から，学校や保育園，拘置所，高齢者のためのレクリエーションセンター等に拡大し，それに伴

い対象者も多様化した。そのため，NAMTの刊行物においても，領域や対象に合わせた音楽療法モデルを

扱う必要性が指摘された。ただし，刊行物で紹介された大学やインターンシップ先での取り組みのほとん

どが，行動科学に基づいた音楽療法をベースにした実践であった。とはいえ，行動科学に基づいた音楽療

法は，体系化された手順と方法はあれども，領域や対象を限定するわけではなかった。 

 また，音楽療法士養成教育に関する報告や記述は，教育実践のみならず，視聴覚機器を用いた音楽療法

士養成教育の効果や，大学のカリキュラムの評価，臨床トレーニングとの関連性や有効性など，音楽療法

士養成教育を評価する試みが行われていた。特に質問紙調査による大学のカリキュラムの評価や臨床トレ

ーニングとの関連性や有効性に関する調査は，この時期の NAMT 刊行物における音楽療法士養成教育の

特徴といえる。これらの調査結果から，音楽療法士養成教育に携わる大学教員，臨床現場で働く音楽療法

士，そして学生の間で認識の違いが明らかになった。音楽療法士や学生たちは，移調や即興演奏など現場

で活用できる実用的な音楽能力を重視する一方で，その基盤となる音楽理論や演奏技能，音楽療法に関連

する学問についてはそれほど重視していなかった。一方，大学教員は，こうした状況に警鐘を鳴らす者も

いれば，音楽療法士養成教育において実用性のある音楽の使用を重視することを主張する者もいた。つま

り，当時の NAMT の音楽療法士養成教育では様々な音楽療法士養成教育観が混在する状況であったとい

える。 

 さらに，臨床インターンシップに関する問題も明らかになった。これは，インターンシップ先と音楽療

法士養成教育機関が緊密に連絡を取り合うわけではないという NAMT の音楽療法士養成教育制度上の乖

離がもたらした問題でもあった。調査によって明らかになったのは，NAMTガイドラインに準拠していな

い臨床先があったこと，インターンシップ先と大学の距離が離れすぎており，現実問題として協力体制を

敷くことができないこと，そしてスーパーヴァイザーの教育が整備されていないこと等であった。 

 

第4章 音楽療法士養成教育におけるNAMTとAAMTの統合に向けた動き（1987-1997） 

 本章では，1987年以降，音楽療法士養成教育をテーマに，NAMTとAAMTが関わったテンプル大学音

楽療法教育研究（1987，1988），ISME（International Society for Music Education）音楽療法と特殊教育におけ

る音楽部会の会議報告書（1989），NAMT主催のカリフォルニア音楽療法士養成教育シンポジウム（1989）

の調査研究および報告書を取り上げ，音楽療法士養成教育について何が語られたのか，これらの 3つの取

り組みやその意義について考察した。さらに，統合直前の 1997年までのNAMTおよびAAMT刊行物に

おける音楽療法士養成教育に関する報告や記述を取り上げ，音楽療法士養成教育観の変遷を辿った。 
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 テンプル大学音楽療法教育研究は，米国の音楽療法士養成教育の現状や課題を明らかにするとともに，

今後の方向性を問うことを目的に行われた。そこでは，今後の米国の音楽療法士養成教育として，2 つの

レベルに分けて音楽療法士養成教育を行うことが提案され，特に修士課程での音楽療法士養成教育の必要

性が指摘された。また，本調査ではNAMTとAAMTの音楽療法士資格の認可基準や，臨床トレーニング

の比較も行われた。そこでは，両協会の違いが明示されるだけでなく，方向性の異なる 2つの協会が同一

の認定機関で資格認定を行っている状況を背景に，協力体制を確立することの必要性が訴えられた。 

 さらに，NAMTとAAMTの音楽療法士養成教育の比較は，ISME会議報告書（1989）において，より具

体的に論じられた。例えばインターンシップについては，NAMTではインターンシップ先に一任する体制

をとっていたのに対し，AAMTでは大学とインターンシップ先と連携しながら，インターン生を指導する

体制をとっていた。また，各協会の認定校の音楽療法士養成教育についても，NAMT認定校であるカンザ

ス大学では，音楽療法の一連の手続きが体系化され，系統性のある音楽療法士養成教育によって，様々な

臨床に対応できるようなジェネラリスト型の音楽療法士を志向していた。一方，AAMT認定大学のニュー

ヨーク大学では，音楽療法体験をはじめ，様々な経験を通じて，個人の感性や臨床的な勘を洗練させなが

ら特定の音楽療法手法を学んでいくといったスペシャリスト型の音楽療法士を志向していた。なお，

AAMTがスペシャリスト型を志向する背景の 1つとして，隣接職種との競争が挙げられ，上級資格の設定

についても積極的な姿勢を見せていた。 

 このように，NAMTとAAMTの音楽療法士養成教育の比較が行われる中，音楽療法士養成教育の実態

と課題が明確に示されたのが，カリフォルニア音楽療法士養成教育シンポジウムであった。NAMT主催で

行われた本シンポジウムでは，学士課程の音楽療法士養成カリキュラムが飽和状態であることから，大学

院レベルの教育の充実や音楽療法士の上級資格をつくること，インターンシップ先と大学が連携し，柔軟

性のあるインターンシップを行うこと，そしてコンピテンシーを音楽療法士養成教育の発展のために用い

ることなどが提言として示された。これらは，AAMTが進めてきた音楽療法士養成教育であり，直接的で

はないものの，NAMTがAAMTの音楽療法士養成教育を評価したといえよう。 

 さて，こうした動向を背景にNAMT刊行物においても，NAMTとAAMTを比較検討する研究が行われ

るようになった。一方，AAMT刊行物では，そうした研究は盛んに行われていなかった。ただし，AAMT

の認定資格では同じ資格認定機関から認定されているにもかかわらず，NAMT認定大学で音楽療法のコア

コースを指導できないといった扱いに差があったことが指摘されていた。 

 

第5章 協会の統合によるAMTA設立（1998）と音楽療法士養成教育 

 本章では，統合後の音楽療法士養成教育指針であるAMTAコンピテンシー（1999）と，そのもとになっ

た AAMT コンピテンシー（1981）との比較，そして AMTA コンピテンシーに準拠したガイド本である

Clinical Training Guide for the Student Music Therapist（2005）の分析を行った。さらに，2000年前後にあらわ

れた音楽療法の新しいアプローチや議論とのかかわりを踏まえながら，統合から近年までの AMTA の音

楽療法士養成教育の動向から，統合後の米国の音楽療法士養成教育について考察した。 

 AMTAコンピテンシー（1999）は，AAMTコンピテンシー（1981）の内容にNAMTが重視してきた音

楽療法の科学的な側面を含めるとともに，倫理や研究，また文化的視点など時代の要請にも応えていた。

しかし，一方で AAMT が重視していた高度な音楽能力を想像させる文言は削除されていた。とはいえ，

AMTAコンピテンシーでは，科学的側面が過度に強調されておらず，音楽療法士養成教育の中で重視する

点は各養成教育機関に任されているといえる。 
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 また，AMTA設立後の最初の臨床トレーニングガイド本であるClinical Training Guide for the Student Music 

Therapist（2005）も，AMTAコンピテンシー同様に特定の音楽療法の手法や理論に偏ることのない性質を

もっていた。何より本書は，知識を単に蓄積させるのではなく，様々な要因で絶えず変化する臨床に対し

て明確な「答え」を提示しない。その代わりに，本書を通じて学んだ知識と学生自身の経験とを融合させ，

常に問い続ける姿勢を身に付けるよう促すことで，学生自身の音楽療法観や臨床音楽家性を育てようとす

るものであった。 

 そして，統合から近年までの AMTA の音楽療法士養成教育の動向では，2005 年に上級のコンピテンシ

ーの設定に向けた動きがあり，2009年にAMTA Adコンピテンシーとして正式採択されたのち，大学院レ

ベルの音楽療法士養成教育の議論が行われるようになったことを確認した。その背景には，第4章で指摘

された音楽療法士養成教育内容の飽和という問題があった。議論の末，2030年までに音楽療法士を修士レ

ベルの職業とする方針が打ち出され，それまでの学士レベル中心の音楽療法士養成教育から大きく転換す

ることが予想された。しかし，2018年の理事会にて，組織の維持や財政的理由により修士レベル化は見送

られることになった。AMTA がこのような決断をした一方で，2000 年前後から台頭した文化中心音楽療

法，コミュニティ音楽療法，音楽中心音楽療法などにより，音楽療法はさらに多様化・多元化の一途を辿

っている。 

 また，近接職種との間に起こる「音楽療法」という言葉の曖昧さの問題から，音楽療法士が音楽療法の

実践範囲を自律的に規定する必要性を指摘するといった職域に関する問題も起こっている。その一方で，

コミュニティ音楽療法に代表されるように，音楽療法士が音楽療法士としてではなく異なる役割を担い，

セラピストとクライエントという関係を越えた活動を展開するといった，音楽療法士の方から職域を拡大

するようなことも起きている。 

 以上，AMTA統合後の音楽療法士養成教育は，確かに偏りのない音楽療法士養成教育指針によって自由

な音楽療法士養成教育を保障したといえる。しかし，音楽療法の多様化・多元化に対して，音楽療法士養

成教育がどのように対応していくのかについては多くの課題が残っているといえよう。 

  

結章 

第 1節 NAMT，AAMT，AMTAの音楽療法士養成教育観の特徴と，協会の設立・分離・統合がもたらし

た意義と課題 

 以上を踏まえ，米国の音楽療法士養成教育における関係協会の設立・分離・統合による意義として，次

の2点を指摘した。 

 第 1 に，協会の分離・統合が，米国における音楽療法の多様化と，それらの受容を促したことである。

協会の分離は，新しい音楽療法を確立させただけでなく，音楽療法モデルやアプローチに適った音楽療法

士養成教育を行うための環境をもたらした。そして統合では，多様な音楽療法士養成教育が行われること

を保障したことで，音楽療法が多様な理論と実践を包含する存在であることを組織として明確に認めるこ

とになった。 

 第2に，コンピテンシーによる音楽療法士養成教育によって，職業としての音楽療法士像の明確化が促

されたことである。音楽療法士は何をするのか，何ができる必要があるのかといった職業能力をコンピテ

ンシーとして明示したことは，音楽療法士像の具体化，専門職性の強化に繋がった。事実，AAMTの提示

したコンピテンシーには，高度な音楽能力を基盤に，セラピーの中で適切な音楽経験を選択し，音楽を媒

体としてクライエントとの関係性を構築していくといった明確な音楽療法士像とそこから導き出される

音楽療法観があった。しかし，AMTAの提示したコンピテンシーでは，NAMTが推進していた音楽療法の
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特徴が追加されるとともに，AAMTの特徴的な内容は幾分か抑えられたことで，あらゆる音楽療法モデル

およびアプローチを包含するような音楽療法士像に変化していることは特筆すべきである。 

 次に課題としては，以下を指摘する。 

 それは，統合によってコンピテンシーによる音楽療法士養成教育になったことで，多様な音楽療法士養

成教育が保障されたが，大学院レベルの音楽療法士養成教育の充実の必要性や学士課程の音楽療法カリキ

ュラムが飽和状態にあることなど，1980年代に指摘された音楽療法士養成教育に関する問題は，未だに解

決されていないことである。前述したように，コンピテンシーによる音楽療法士養成教育は，各認定大学

が個性あるカリキュラムをデザインすることを可能にした。しかし，コンピテンシーによる教育の問題と

して Jensen & McKinney（1990）が指摘したように，コンピテンシーはあくまで既存の音楽療法士養成教育

から見い出されるものであり，音楽療法士養成教育やその制度について批判的に検討したり，変化を促し

たりするような力はもたない。1980年代に指摘された問題は，まさに音楽療法士養成教育制度の在り方を

問うものであり，コンピテンシーによる音楽療法士養成教育の限界として指摘することができる。 

 さらに，コミュニティ音楽療法，文化中心音楽療法といった 2000 年前後から台頭してきた新しい音楽

療法によって，音楽療法はより複雑な様相を見せている。それは，それまでの特定の音楽療法モデルやア

プローチとは異なり，多様な音楽療法を俯瞰的に捉え，音楽療法自体の意味の拡大を促すものであり，音

楽療法の多元性を指摘するものであった。したがって，現在の音楽療法士養成教育は，こうした音楽療法

の姿に対してどのように対応する必要があるのかという問題にも直面しているといえる。 

 

第2節 現代社会における音楽療法士養成教育への示唆 

 以上を踏まえ，米国の音楽療法士養成教育の成果と課題は，現代社会における音楽療法士養成教育に次

の2点の示唆を与えると考える。 

 第1に，多様な音楽療法を包含するために，音楽療法士を養成するための制度や資格を見直す必要性で

ある。米国では，協会の設立・分離・統合の過程を通して多様な音楽療法が認められた。そして，各々の

音楽療法モデルやアプローチで求められる資質・能力は異なり，おのずと重視される知識や技能，態度等

にも差異が生まれることは，音楽療法士養成教育観の変遷からも明らかである。そのため，各々の音楽療

法を習得する際に，学部レベルの教育で十分に対応できるものなのか，大学院レベルの教育が必要なのか

ということを考える必要がある。さらには，こうした多様な音楽療法士養成教育を踏まえた上で，音楽療

法士のキャリア形成を考慮しながら，音楽療法士養成教育制度や資格認定制度を整備することが肝要だろ

う。特に大学院レベルの音楽療法士養成教育や上級資格に関する議論は，継続教育も含めて行われるべき

であると考える。 

 第2に，音楽療法の多元性について学ぶための学問やそのような機会の整備である。現代の音楽療法は，

多様性が認められているだけでなく，音楽療法という行為を文化や社会的文脈で考えることが必要不可欠

になっている。つまり，個々の音楽療法の理論や技法について学ぶだけでなく，音楽療法という行為自体

を俯瞰して捉えることも音楽療法士養成教育において求められているといえよう。近年， Ansdell（1997），

阪上（2007），沼田（2017）など音楽療法およびコミュニティ音楽研究者によって臨床音楽学なる学問を構

築する試みが行われている。音楽療法士養成教育におけるこうした学びの確立は，緊切な課題といえよう。 

 また，StigeとAarø（2019）は，後期近代化の専門職の姿を「熟練的知識の観念は疑義を呈され，専門職

同士の関係性は不安定となり，フレキシブルで省察的な実践への要求は増している」（p. 391）と指摘しな

がらも，「専門職のコミュニティ音楽療法実践は連携（パートナーシップ）によって発展する」（p. 398） と

し，「連携の概念は専門職者の役割の交代を含んでおり，協働的プロセスにおいてそれは，エキスパートか
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らリソースをもつ人へとしばしば転じる」（p. 398）という。つまり，専門性を高めることは必要不可欠で

はあるが，併せて他職種や隣接領域との協働の形を探れるような柔軟性をもつことが求められるといえる。 

 こうしたことからも，臨床音楽学をはじめとした人間と音楽の様々な関係や営みに関する学問は，これ

からの音楽療法士養成教育に必須であろう。さらにいえば，音楽療法が多様化・多元化したことで音楽療

法士や隣接職種の営みが交錯し浸潤しあっている（コミュニティ音楽やコミュニティ音楽療法，音楽教育

または特別支援教育における音楽療法的活動など）ことから，音楽療法士志望の学生のみならず，音楽教

育をはじめ隣接領域との相互理解や協働を促すことが期待できるような学びの場の可能性についても考

える必要があるだろう。高い専門性をもちながら，様々なフィールドで他職種と柔軟に協働関係を構築で

きるような音楽療法士が増えることは，隣接領域との対話を生み，音楽療法研究の充実や発展に寄与する

とともに，音楽療法士が対人援助や社会包摂に関わる専門職として，様々な現場において補助的に関わる

だけではなく，主要的なケアとして社会に貢献できることに繋がるのではないだろうか。 

 

第3節 本研究の成果と今後の課題 

 本研究では，米国の音楽療法協会を設立・分離・統合の 3つの期間に分け，NAMTおよびAAMTの協

会刊行物を中心とした史料から米国の音楽療法士養成教育の関心事や音楽療法士養成教育観の変遷を追

い，その成果と課題を明らかにした。協会の分離と統合によって様々な音楽療法の確立とその包含が実現

され，コンピテンシーによる音楽療法士養成教育を採用することで多様な音楽療法を学ぶことが可能にな

った。しかしながら，こうした多様性の包含は，統合前に指摘されていた養成教育内容の飽和をはじめと

した音楽療法士養成教育の課題を根本的に解決するものではなかった。このことを，コンピテンシーによ

る音楽療法士養成教育の限界として指摘したことは，本研究の成果である。 

 しかしながら，本研究では，協会刊行物という限定的な史料を中心に分析したため，政治や社会情勢等

が音楽療法士養成教育に多大な影響を与えていたことは予測できるが，本研究で扱った史料ではその点に

関して十分に解明できず，本研究の限界といえる。政策やそれに関わる社会的要請と音楽療法士養成教育

の関わりについては明らかにすることは，米国の音楽療法士養成教育の総体を捉える上で必要不可欠であ

る。これについては，今後取り組むべき課題としたい。 
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